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 全国の９月景況　「業況ＤＩは、天候要因などもあり悪化。先行き持ち直し見込むも、慎重な見方」

  ９月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２７．８と、前月から▲２．９ポイントの悪化。住宅など民間工事の持
ち直しに加え、円高などにより原材料価格が下落する一方で、台風や豪雨の影響が大きく、食料品などの製造
業や小売業、サービス業で広く業況の押し下げ要因となった。また、個人消費の鈍い動きのほか、慢性的な人
手不足による受注機会の損失や人件費の上昇などが足かせとなり、中小企業の景況感は、足元で弱い動きがみ
られている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲２３．５（今月比＋４．３ポイント）と改善を見込むものの、
「悪化」から「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。経済対策・補正予算による公共工事の増
加、個人消費の喚起に期待する声が聞かれる。他方、人手不足の影響拡大、消費低迷や円高、海外経済減速の
長期化を懸念する声は多く、中小企業においては、先行きへの慎重な見方が続いている。

 会議所管内の７～９月景況「業況停滞が続く、先行きは若干の改善を見込む」

　前年同期比では、全産業合計の総合業況ＤＩが▲２８.１と、前期（２８年６月▲２７.７）より０.４ポイ
ント下落した。
産業別の業況ＤＩでは、製造業で２４.１ポイントの下落、建設業で２６.２ポイントの上昇、卸小売業で５.
９ポイントの上昇、飲食・サービス業で３．７ポイント下落となった。
　向こう３ヵ月（１０～１２月）の先行き見通しでは、全産業合計の総合業況ＤＩが▲１８.９と前期（２８
年６月▲３２.３）より１３.４ポイント上昇した。
産業別では、製造業で２３.０ポイントの上昇、建設業で３０.２ポイントの上昇、卸小売業で１１.４ポイン
トの上昇、飲食・サービス業で４.７ポイント上昇の見通しとなっている。
 

【製造業】

【建設業】

　　　　　　　　　　　　◇旧廿日市市(合併前の区域)の調査結果になります◇

産業別の各事業所から寄せられた業界の動向や景気に関する声は次の通りです。
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　が多いことを示す。
　従って、売上など実数値の上昇や下降を示すものではなく、強気・弱気
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●ＤＩ値（景況判断指数）について

　などの景気感の相対的な広がりを意味する。
　※ＤＩ＝(増加・好転などの回答割合)―(減少・悪化などの回答割合)
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　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断状況を表す。
　ゼロを基準とし、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合いが
　多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合い
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